
来
年
４
月
に
は
統
一
地

方
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

県
議
会
議
員
選
挙
も
行
わ

れ
、
ひ
ぐ
ち
秀
敏
県
議
は

改
選
を
迎
え
ま
す
。
ひ
ぐ

ち
県
議
は
当
選
後
の
３
年

５
か
月
の
間
に
、
７
回
の

一
般
質
問
を
は
じ
め
、
連

合
委
員
会
で
の
花
角
知
事

と
の
一
問
一
答
の
や
り
と

り
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の

声
や
、
働
く
者
の
声
を
県

に
届
け
て
き
ま
し
た
。

魚
沼
基
幹
病
院
の
循
環

器
内
科
医
確
保
を
は
じ
め

と
す
る
魚
沼
医
療
圏
の
持

続
可
能
な
医
療
提
供
体
制

の
確
立
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲

弊
す
る
民
宿
な
ど
小
規
模

事
業
者
に
も
行
き
届
く
観

光
振
興
策
の
推
進
、
中
山

間
地
農
業
の
維
持
・
保
全
、

感
染
症
や
自
然
災
害
に
も

対
応
で
き
る
県
組
織
の
体

制
強
化
な
ど
を
求
め
て
き

ま
し
た
。

県
議
会
は
定
数
53
の
う

ち
、
自
民
党
が
29
人
と
過

半
を
占
め
、
少
数
者
の
声

が
届
き
に
く
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
少
数
者
の
声
に

耳
を
傾
け
る
、
ひ
ぐ
ち
県

議
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

ひ
ぐ
ち
秀
敏
後
援
会
は
、

ひ
ぐ
ち
県
議
か
ら
引
続
き

地
域
の
声
を
県
行
政
に
届

け
て
も
ら
う
た
め
、
再
選

に
向
け
た
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ひ
ぐ
ち
秀
敏
後
援
会
は
、

９
月
25
日
に
後
援
会
総
会

を
開
催
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
２
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
２
年

間
の
活
動
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
来
春
の
県
議
選

に
向
け
た
取
り
組
み
の
確

認
と
意
思
統
一
を
行
い
ま

す
。
後
援
会
員
の
み
な
さ

ん
と
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

※

感
染
状
況
に
よ
り
、

延
期
等
の
場
合
あ
り
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
者

が
急
拡
大
し
、
Ｂ

Ａ
・
５
対
策
強
化

宣
言
が
発
令
さ
れ

た
。
県
内
の
病
床

使
用
率
は
８
月
29

日
現
在
49
・
４
％

と
ま
だ
高
い
■
医
療
機
関

で
は
職
員
に
も
感
染
者
や

濃
厚
接
触
者
が
拡
大
し
人

員
不
足
に
拍
車
が
か
か
る
。

保
健
所
も
重
症
化
リ
ス
ク

の
あ
る
方
へ
の
対
応
や
住

民
か
ら
の
相
談
に
追
わ
れ

て
い
る
■
感
染
防
止
と
治

療
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必

要
だ
。
し
か
し
、
看
護
師

や
保
健
師
が
確
保
で
き
な

い
な
ど
人
員
不
足
へ
の
対

応
は
後
手
に
回
っ
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
■

政
府
は
、
感
染
者
の
全
数

把
握
の
見
直
し
を
進
め
て

い
る
。
人
員
不
足
か
ら
対

応
で
き
ず
に
見
直
す
の
で

は
、
国
民
の
命
と
健
康
は

守
れ
な
い
■
戦
車
や
戦
闘

機
で
は
感
染
症
に
は
立
ち

向
か
え
な
い
。
看
護
職
員

や
保
健
師
の
増
員
こ
そ
が

求
め
ら
れ
る
。
（
ひ
）

県政に勇気！ 南魚沼に元気！
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ひ
ぐ
ち
県
議
が
改
選

９
月
25
日
に
後
援
会
総
会

雪ありて

地方自治体の首長や議

員を選ぶ選挙を統一して

行う選挙のこと。次回が

第２０回。首長の辞職な

どにより、他の時期に実

施される選挙も多い。

統一地方選挙

来

春

は

統

一

地

方

選

県
議
会
６
月
定
例
会
で
、
魚
沼
地
域
の
医
療
再
編

や
原
発
事
故
に
関
す
る
検
証
委
員
会
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
質
問
す
る
、
ひ
ぐ
ち
県
議
＝
７
月
15
日

日
時
・
９
月
25
日
（
日
）

18
時
～

会
場
・
ほ
て
る
木
の
芽
坂



県
議
会
に
お
い
て
議
員

が
ど
の
よ
う
な
質
問
を
し
、

知
事
が
ど
の
よ
う
な
答
弁

を
行
っ
た
の
か
、
県
民
に

は
知
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

新
潟
県
議
会
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
や
議
事
録
の

公
表
の
他
、
「
に
い
が
た

県
議
会
だ
よ
り
」
（
タ
ブ

ロ
イ
ド
判
４
ペ
ー
ジ
）
で

県
民
に
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

「
に
い
が
た
県
議
会
だ

よ
り
」
に
は
２
０
１
９
年

４
月
28
日
発
行
の
第
69
号

ま
で
は
質
問
者
の
氏
名
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
同
年
８
月
４
日

発
行
の
第
70
号
か
ら
質
問

者
の
氏
名
と
顔
写
真
が
掲

載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
一
歩
前
進
で
す
が
、

質
問
者
が
わ
か
り
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
は
、
自
民

党
議
員
の
質
問
の
掲
載
が

多
い
こ
と
で
す
。

掲
載
方
法
は
左
上
の
と

お
り
で
、
代
表
質
問
者
の

掲
載
質
問
数
は
党
会
派
の

所
属
議
員
数
に
よ
り
配
分

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
般
質
問
の
人
数
が
所
属

議
員
数
に
よ
り
党
会
派
に

割
り
振
ら
れ
て
い
る
の
で
、

所
属
議
員
の
多
い
党
会
派

は
二
重
に
多
く
配
分
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
編
集
は

広
報
委
員
会
で
議
論
さ
れ
、

委
員
の
構
成
は
自
民
党
７
、

未
来
に
い
が
た
２
、
リ
ベ

ラ
ル
新
潟
１
、
公
明
党
１
、

共
産
党
１
の
12
人
で
す
。

ひ
ぐ
ち
議
員
も
８
月
か
ら

広
報
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

ひ
ぐ
ち
議
員
が
所
属
す
る

未
来
に
い
が
た
は
、
広
報

委
員
会
で
「
代
表
質
問
の

掲
載
は
、
質
問
時
間
が
同

じ
な
の
で
等
し
く
３
問
ず

つ
に
す
べ
き
」
と
主
張
し
、

リ
ベ
ラ
ル
新
潟
、
共
産
党

も
賛
同
し
て
い
ま
す
。
自

民
党
は
「
現
行
で
問
題
な

い
」
「
改
選
後
に
検
討
を
」

と
直
ち
に
見
直
す
姿
勢
を

見
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、
よ

り
公
平
な
紙
面
に
改
め
る

べ
き
で
す
。

６
月
定
例
会
で
、
常
任

委
員
会
、
特
別
委
員
会
等

の
構
成
員
と
正
副
委
員
長

が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
回

も
常
任
委
員
会
の
正
副
委

員
長
、
特
別
委
員
会
等
の

委
員
長
を
自
民
党
が
独
占

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
未

来
に
い
が
た
で
は
議
席
数

に
応
じ
た
役
職
配
分
を
求

め
て
き
ま
し
た
が
、
自
民

党
は
応
じ
て
い
ま
せ
ん
。

県
議
会
に
お
け
る
質
問

回
数
や
順
番
、
派
遣
者
の

決
定
な
ど
は
政
党
、
会
派

の
議
席
数
に
応
じ
た
按
分

で
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
議
員
定
数
53
の
う

ち
、
自
民
党
は
29
人
（
54

％
）
で
す
。
保
守
合
同
で

自
民
党
が
結
成
さ
れ
た
１

９
５
５
年
以
降
で
60
％
を

切
っ
た
の
は
、
67
年
以
来

２
度
目
と
い
う
低
さ
で
す
。

一
方
、
第
二
会
派
の
未

来
に
い
が
た
の
７
人
と
第

三
会
派
の
リ
ベ
ラ
ル
新
潟

の
５
人
を
合
わ
せ
た
議
席

数
は
12
人
（
22
％
）
で
、

自
民
党
の
４
割
に
相
当
し
、

議
会
全
体
で
も
４
分
の
１

に
近
い
割
合
で
す
。
常
任

委
員
会
の
正
副
委
員
長
ポ

ス
ト
を
１
つ
ず
つ
担
っ
て

も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

隣
接
５
県
の
う
ち
、
山

形
、
長
野
、
富
山
の
県
議

会
で
は
、
自
民
党
が
常
任

委
員
会
の
正
副
委
員
長
を

独
占
す
る
こ
と
な
く
、
他

会
派
の
議
員
が
そ
の
任
に

着
い
て
い
ま
す
。
新
潟
県

議
会
に
お
い
て
も
、
よ
り

公
平
、
公
正
な
議
会
運
営

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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議
会
広
報
の
公
平
性
求
め
る

新
潟
県
議
会
が
県
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
な
っ
て
い
る
か
、
公
正
な
議
会
運
営
が

行
わ
れ
て
い
る
か
、
議
会
広
報
の
あ
り
方
や
役
員
の
選
出
、
議
会
の
公
開
な
ど
か
ら

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

自民党 ２９人

未来にいがた ７人

リベラル新潟 ５人

公明党 ２人、共産党 １人

無所属 ８人、欠員１

党会派別の議員数

掲
載
数
23
問
。
質
問
者
１
人
に
つ
き
１
問

を
割
り
振
り
、
残
掲
載
数
に
つ
い
て
は
各
党

会
派
の
所
属
議
員
数
に
よ
り
配
分
。
代
表
質

問
を
行
っ
た
党
会
派
は
、
配
分
さ
れ
た
質
問

数
を
代
表
質
問
に
充
て
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
掲
載
質
問
を
選
定
。
（
「
に
い
が
た
県
議

会
だ
よ
り
」
に
記
載
の
掲
載
方
法
）

「にいがた県議会だより」

質問・答弁の掲載方法

自
民
党
が
委
員
長
を
独
占

更なる改革が求められる新潟県議会

自民党 ２８人

未来にいがた ８人

リベラル新潟 ５人

公明党 ３人、共産党 １人

無所属 述べ８人（各１回）

一般質問の年間人数配分



新
潟
県
議
会
定
例
会
の

流
れ
は
左
図
の
と
お
り
で
、

会
期
は
通
常
予
算
を
審
議

す
る
定
例
会
（
２
月
定
例

会
）
は
32
日
、
そ
の
他
の

定
例
会
は
21
日
と
新
潟
県

議
会
会
議
規
則
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

会
議
に
つ
い
て
は
地
方

自
治
法
第
１
１
５
条
に
公

開
の
原
則
が
定
め
ら
れ
て

い
ま

す
。

公

開

と
は

、

「
傍
聴
の
自
由
」
「
報
道

の
自
由
」
「
会
議
録
の
公

表
」
を
さ
し
ま
す
。
し
か

し
、
地
方
自
治
法
第
１
１

５
条
に
い
う
「
会
議
」
と

は
本
会
議
を
さ
し
、
委
員

会
の
会
議
を
含
ま
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
県
議
会
に
お
い
て

は
、
常
任
委
員
会
の
傍
聴

や
会
議
録
の
公
表
は
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
会
議
録

が
公
表
さ
れ
る
の
は
次
の

委
員
会
開
会
の
直
前
で
す
。

ま
た
、
中
継
が
行
わ
れ
る

の
は
本
会
議
場
で
知
事
が

答
弁
す
る
連
合
委
員
会
に

限
ら
れ
、
委
員
会
室
で
の

質
疑
の
様
子
は
中
継
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
特
別
委
員

会
に
つ
い
て
も
同
様
で
、

傍
聴
、
会
議
録
の
公
表
は

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中

継
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

都
道
府
県
議
会
に
お
け

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

の
状
況
で
す
が
、
本
会
議

の
中
継
は
す
べ
て
の
都
道

府
県
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
の
中
継
は
12

府
県
議
会
、
決
算
特
別
委

員
会
な
ど
の
特
別
委
員
会

の
中
継
は
31
都
道
府
県
議

会
で
す
。
（
い
ず
れ
も
、

一
部
の
委
員
会
の
み
、
又

は
会
議
の
一
部
の
み
実
施

を
含
む
。
２
０
１
６
年
４

月
１
日
現
在
）

委
員
会
の
中
継
を
実
施

す
る
か
ど
う
か
は
、
議
会

運
営
委
員
会
で
決
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
議
会
運

営
委
員
会
は
申
し
合
わ
せ

に
よ
り
「
原
則
と
し
て
所

属
議
員
５
人
以
上
の
党
会

派
」
で
構
成
さ
れ
、
定
数

は
「
委
員
会
を
構
成
す
る

党
会
派
の
代
表
者
１
人
ず

つ
の
ほ
か
、
所
属
議
員
５

人
に
つ
き
１
人
を
加
え
た

数
」
と
さ
れ
、
現
在
の
委

員
会
構
成
は
、
自
民
党
６

人
、
未
来
に
い
が
た
２
人
、

リ
ベ
ラ
ル
新
潟
２
人
で
す
。

ひ
ぐ
ち
議
員
が
所
属
す
る

未
来
に
い
が
た
は
、
常
任

委
員
会
も
中
継
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
に
つ
い
て

も
中
継
が
行
わ
れ
れ
ば
、

県
民
が
よ
り
早
く
、
そ
の

場
の
雰
囲
気
を
含
め
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新

潟
県
議
会
に
お
い
て
も
早

期
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

求
め
ま
す
。
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定 例 会 の 流 れ

本会議

連合委員会（第１次）

本会議

常任委員会

連合委員会（第２次）

常任委員会

本会議

↓

↓

↓

↓

↓

↓

上程された議案を提出者が

説明。常任委員会に付託

部局長が議案を説明

県政全般について質問し、

知事、部局長が答弁

付託議案について一問

一答形式で質疑。部局

長が答弁

付託議案について一問一答

形式で質疑。知事が答弁

付託議案について採決

委員長報告の後、討論を行

い、採決

※ 網掛け部分の会議の様子は、中継及び

録画でご覧になることができます。

12
府
県
議
会
で
は
実
施

栃木県、三重県、石川県※

京都府、大阪府、兵庫県※

奈良県、鳥取県、香川県

佐賀県、長崎県、沖縄県

常任委員会を中継している府県議会

※一部の委員会のみ実施している県議会

新
潟
県
議
会
は
未
実
施

常 任 委
録画中継
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玄関
先から

ひぐち県議は、玄関先や街角でみ

なさんの困りごとや、ご要望などを

聞かせていただいています。即答で

きないこともありますが、市議会議

員や行政の力をお借りしながら、課

題の解決に向けて奮闘しています。

ときには難しい課題に直面し、悩む

こともあるようです。ひぐち県議の

日常活動の一コマを、エピソードも

交えながらお伝えします。

８
月
３
日
か
ら
の
豪
雨

で
県
北
地
域
に
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
私
の
住
む

塩
沢
で
も
７
月
13
日
の
夕

方
に
は
１
時
間
に
36
・
５

ミ
リ
の
雨
が
降
り
ま
し
た
。

伊
田
川
が
増
水
し
た
の
で

地
元
消
防
団
の
み
な
さ
ん

が
土
嚢
を
積
む
な
ど
し
ま

し
た
が
、
水
が
土
手
を

越
え
て
田
に
流
れ
込
む

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

「
平
成
23
年
７
月

新
潟
・
福
島
豪
雨
」
時

の
、
塩
沢
の
時
間
最
大

降
水
量
は
89
・
５
ミ

リ
で
し
た
。
こ
の
時
よ

り
降
水
量
は
少
な
く
短

時
間
で
し
た
が
、
被
害

が
出
ま
し
た
。
川
底
に

堆
積
し
た
土
砂
に
よ
り
、

河
川
の
断
面
積
が
小
さ

く
な
っ
た
こ
と
が
要
因

の
一
つ
で
す
。

県
で
は
水
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
河
川
改
修
の

ほ
か
、
川
底
の
土
砂
の
撤

去
や
河
川
内
の
立
木
の
伐

採
を
行
っ
て
い
ま
す
。
伊

田
川
も
川
幅
を
広
げ
る
改

修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
計
画
区
間
の
国
道
17

号
ま
で
工
事
が
終
了

す
る
の
に
10
年
ほ
ど

か
か
る
予
定
で
す
。

こ
の
た
め
、
地
元
で

は
国
道
17
号
か
ら
下

流
の
未
施
工
部
分
の

土
砂
撤
去
を
求
め
て

き
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
、
県

地
域
振
興
局
地
域
整

備
部
に
早
期
の
対
応

を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
さ
っ
そ
く
葦
の

刈
払
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
８
月
下
旬
か

ら
は
土
砂
撤
去
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
県
内
水
面
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
の
理

解
に
も
感
謝
し
ま
す
。

他
の
河
川
に
お
い
て
も

対
策
が
進
む
よ
う
、
引
き

続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

【
降
水
量
は
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用
】

土砂を撤去し水害対策

４
月
に
入
り
、
消
え
か

か
っ
て
い
た
横
断
歩
道
の

多
く
が
塗
り
直
さ
れ
ま
し

た
。
黄
色
い
帽
子
の
新
一

年
生
だ
け
で
な
く
、
保
護

者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
も

喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
時

を
前
後
し
て

道
路
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

や
側
線
も
多
く
の
所
で
引

き
直
さ
れ
ま
し
た
。

車
の
運
転
席
か
ら
見
て

い
る
と
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
の
輝
く
よ
う
な
白
色
に

比
べ
、
横
断
歩
道
は
少
し

黒
ず
ん
だ
よ
う
な
白
色
に

見
え
ま
し
た
。
横
断
歩
道

は
警
察
署
が
、
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ン
や
側
線
は
道
路
管

理
者
が
引
き
直
す
の
で
、

施
工
業
者
の
違
い
か
な
、

と
思
い
ま
し
た
が
、
県
警

察
本
部
に
確
認
し
て
み
ま

し
た
。
す
る
と
、
色
の
違

い
に
は
明
確
な
理
由
が
あ

り
ま
し
た
。

横
断
歩
道
の
上
は
車
の

通
行
が
多
く
、
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ン
よ
り
摩
耗
が
激
し

い
た
め
、
摩
耗
に
強
い
塗

料
を
使
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
成
分
も
違
う
の
で
、

色
も
違
う
と
の

こ
と
で
し
た
。

さ
ら
に
、
耐
久

性
を
高
め
る
た
め
、
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
よ
り
厚
く
塗

ら
れ
て
い
て
、
単
価
も
高

い
そ
う
で
す
。
横
断
歩
道

は
安
全
の
た
め
に
厚
化
粧

を
し
て
い
る
の
で
し
た
。

横
断
歩
道
は
安
全
に
厚
化
粧

湯
沢
町
で
は
旧
湯
沢
小

学
校
跡
地
の
一
部
を
隣
接

す
る
主
水
公
園
の
区
域
と

し
て
整
備
す
る
予
定
で
す
。

整
備
に
当
た
り
、
近
隣
住

民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

こ
う
し
た

動
き
の
中
、

も
っ
と
住
民
の
声
を
聞
い

て
公
園
整
備
に
反
映
さ
せ

て
ほ
し
い
と
署
名
活
動
を

行
っ
て
い
る
方
か
ら
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。

基
本
設
計
は
２
０
１
７

年
に
決
定
さ
れ
て
い
て
、

大
幅
な
変
更
が
難
し
い
段

階
に
あ
る
中
で
、
整
備
の

「
計
画
変
更
」
に
認
識
の

相
違
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
住
民
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
よ
う
と
署
名
活

動
を
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
に
感
心
し
ま
し
た
。
町

に
は
、
可
能
な
範
囲
で
意

見
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い

こ
と
、
住
民
の
自
発
的
な

取
り
組
み
を
尊
重
し
て
ほ

し
い
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

数
日
後
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

「
新
潟
県
湯
沢
町
に
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を
創
る
」

と
い
う
署
名
を
見
つ
け
ま

し
た
。
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
パ
ー

ク
は
変
更
要

望
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し

た
。
住
民
の
声
を
ま
ち
づ

く
り
に
反
映
さ
せ
よ
う
と

す
る
姿
勢
に
賛
同
し
、
私

も
署
名
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

住
民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に


